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�　町役場の代表電話は�（84）１１１１です　�

■
町
制
施
行　

周
年
記
念
講

１０

演
会
の
開
催
に
つ
い
て

（
企
画
調
整
課
）

　

町
制
施
行
の　

周
年
記
念
に
あ
た

１０

り
、
記
念
式
典
終
了
後
、
記
念
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

６
月　

日�
２５

　

午
後
2
時
よ
り

○
場
所　

中
央
公
民
館　

講
堂

○
講
師　

日
野
原　

重
明
氏

○
テ
ー
マ　
「
輝
い
て
生
き
る
」

○
入
場
料　

無
料

○
定
員　

６
０
０
名（
立
見
席
含
む
）

※
参
観
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
午
後

１
時　

分
ま
で
に
中
央
公
民
館
講
堂

３０

前
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。
先
着
順
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
駐
車
場

　

中
央
公
民
館
の
駐
車
場
は
大
変
込

み
合
い
ま
す
の
で
、
役
場
、
農
協
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
調
整
課
（
内
線
２
２
６
）

■
�福
 

受
給
者
証
の
変
更
に
つ

い
て 

（
住
民
課
）

　

平
成　

年
７
月
１
日
よ
り
�福
 

請
求

１８

書
（
ピ
ン
ク
の
用
紙
）
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
�福
 

受
給
者
証
が
変
更

と
な
り
ま
す
。
７
月
か
ら
の
茨
城
県

内
で
の
受
診
方
法
は
、
保
険
証
等
と

�福
 

受
給
者
証
を
提
示
す
る
の
み
と
な

り
ま
す
。
外
来
自
己
負
担
金
額
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
受
給
者
証
は
、
妊
産
婦
、

乳
幼
児
に
該
当
の
方
に
は
、
６
月
中

旬
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
者
・
母
子
家
庭
・
父

子
家
庭
の
方
は
、
従
来
ど
お
り
の
更

新
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
（
内
線
２
３
４
）

■
�福
 

受
給
者
証
の
更
新
に
つ

い
て 

（
住
民
課
）

　

現
在
使
用
中
の
�福
 

受
給
者
証
の
使

用
期
限
は
６
月　

日�
ま
で
で
す
。

３０

新
し
い
受
給
者
証
を
住
民
課
で
交
付

し
ま
す
の
で
、
該
当
者
の
方
（
妊
産

婦
・
乳
幼
児
の
医
療
受
給
者
証
に
つ

い
て
は
、
今
回
更
新
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）
は
次
の
と
お
り
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
も
の

・
現
在
使
用
し
て
い
る
�福
 

受
給
者
証

・
健
康
保
険
証

・
障
害
者
手
帳
（
交
付
さ
れ
て
い
る

方
）

・
年
金
証
書
（
交
付
さ
れ
て
い
る
方
）

○
振
込
み
先
を
変
更
さ
れ
る
方

・
預
金
通
帳
（
銀
行
・
農
協
）

※
給
付
金
は
口
座
振
込
み
と
な
り
ま

す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
（
内
線
２
３
４
）

■
国
保
に
加
入
・
脱
退
の
場

合
は
届
け
出
を 

（
住
民
課
）

　

職
場
の
健
康
保
険
加
入
者
や
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
以
外
は
、
す

べ
て
の
人
が
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
（
被
保
険
者
）
と
な
り
ま
す
。

　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
そ
の

間
の
医
療
費
が
全
額
負
担
に
な
っ
た

り
、
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
す
み
や
か
に

届
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
（
内
線
２
３
３
）

■
国
民
年
金
の
学
生
納
付
特

例
制
度 

（
住
民
課
）

　

国
民
年
金
は
、
高
齢
や
事
故
・
病

気
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
よ

っ
て
私
た
ち
の
生
活
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
お
互
い
を
支
え

あ
う
制
度
で
す
。　

歳
以
降
の
在
学

２０

期
間
中
の
保
険
料
を
猶
予
し
、
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
保
険
料
を
納
め
て

も
ら
う
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
大
学
（
大
学

院
）、
短
大
、
高
等
・
高
専
・
専
修

学
校
等
に
在
学
す
る　

歳
以
上
の
学

２０

生
で
、
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が

原
則
１
１
８
万
円
以
下
で
あ
る
と
き

で
す
。
申
請
は
、
毎
年
度
必
要
と
な

り
ま
す
。

※
一
部
、
学
校
法
人
の
認
可
を
受
け

て
い
な
い
学
校
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
学
生
以
外
で
、
所
得
が
な
い
場
合

等
に
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
申
請
場
所

　

住
民
課
年
金
保
険
係

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
学
生
証
（
在
学
証
明
書
）
の
コ
ピ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　
（
内
線
２
３
３
）

■
自
動
車
税
・
個
人
事
業
税

の
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替

で 

（
税
務
課
）

　

自
動
車
税
及
び
個
人
事
業
税
に
は
、

預
金
口
座
か
ら
の
振
替
に
よ
る
納
税

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
茨
城
県
内
の
金
融

機
関
（
郵
便
局
は
除
く
）
に
納
税
義

務
者
名
義
の
預
金
口
座
を
お
持
ち
の

方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。
ご
利
用
に
な
る
金
融
機

関
の
窓
口
へ
、
通
帳
と
お
届
け
印
を

ご
持
参
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
、

納
税
の
た
め
の
手
数
と
時
間
が
省
け

る
な
ど
、
大
変
便
利
で
す
。

　

お
申
し
込
み
は
簡
単
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
・
二
輪
車
を
除

く
す
べ
て
の
自
動
車
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

境
県
税
事
務
所　

収
税
課

　
�
　

１
１
２
０
㈹

（８７）

ごかのごかの　　
  お知らせお知らせ

お
知
ら
せ

（№３７１）

１０広報ごか　2006.６

�福 受給者証引き換え日程
（各日午前９時～午後５時）

元栗橋・川　妻
小手指・堀之内

６月26日�

新幸谷・小福田
大福田・山王山
山　王　　　　

６月27日�

江　川・幸　主
両新田・冬　木
土与部・原宿台

６月28日�




